
【別紙資料】ライトポート(千葉市教育支援センター)若葉について 

１ ライトポート(千葉市教育支援センター)とは                                         

◇ 千葉市教育センターでは不登校に関し、それぞれの状況に合わせて社会的自立へのサポート事業を

実施。千葉市教育支援センター「ライトポート」は、小集団の体験を通して、社会性を育み、自分

のペースで適応力を高めるための教室。対象は小・中学生。 

◇ 地域に密着した支援体制の構築や学校との連携強化、児童生徒が人の目を気にせずに通級できる環

境等を踏まえて設置場所を検討 

➡各区に１所ずつ、計６か所を小学校内に開設。 

【参考：リーフレットより抜粋】 

 

 

２ 今後の見通し及び検討を要する事項                                          

◇ 若松台小学校に係る、学校適正規模・適正配置の検討に際しては、若松台小学校に本市不登校対策

の重要な事業の一つであるライトポート若葉が設置されていることを踏まえ、若松台小等関係校児

童だけでなく、ライトポート若葉を利用している児童・生徒も含めた、総合的な検討が必要である。 

◇ 具体的には、各区に一つ、小学校内に設置されていることを踏まえ、次の検討が必要である。 

 

 

 

 

設置校 

花見川区：朝日ヶ丘小学校 

若葉区：若松台小学校 

中央区：大森小学校 

美浜区：真砂西小学校 

緑区：土気小学校 

稲毛区：千草台東小学校 

 

LP 若葉の利用状況 

 中学生２５人 

 小学生１２人 

※若松台小学校在籍児童の

利用者はR7.10現在０人 

・適正規模・適正配置に係る「開校場所・開校年度」の検討に際し、ライトポート若葉に係る、

移転要否、移転可否、スケジュール 及び 関連予算の確保等も含めた総合的な検討 

・ライトポートに係る児童・生徒・保護者等への説明 

・設置校や関係校、若葉区内に居住する児童・生徒の保護者等への周知   等 


